
小
川
候
桜
に
と
の
都
陀
候
。
飴
程
見
都
成
仰
刷
、難
仰
主
の
よ
し
巾
a

供。

正
徳
間
年
五
勾
十
七

目
的
特
匁
飛

ea

府
議
紀
一

川町

疋
徳
五
年
E
月
中
村
山
匹
、
勝
へ
迄
滑
に
相
逮
巾
入
候

は
・
近
代
之
都
共
陀
何
事
W
H
も
槌
K
て
、

町
白
川
ど
も
叫
首
相
蹴
世
'申

可
制
小
設
容

越
前
之
大
炊
踊
般
家
来
赤
目
新
兵
術
叫
門
委
細
被
仰
問
先
生
へ
も
巾

上
股
底
・
共
時
分
御
川
の
印
刷
有
之
侠
‘
御
同
役
の
方
と
、
新
井
氏
へ

仰
越
の
府
民
て
・
御
物
軒
両
被
成
候
底
、何
も
感
被
巾
候
。
就
夫
新
到
鮫

被
巾
候
は
・
大
炊
関
殿
は
唯
人
忙
て
は
無
之
と
ん
作
候
。
殿
中
陀
て
も

的
政
E
、
容
貌
殊
の
外
見
都
K
品
川
よ
し
被
巾
候
へ
ば
、
三
宅
九
十
郎

と
や
ら
ん
被
巾
候
は
、

先
年
初
州
出
陀
て
大
炊
阪
上
尽
敷
長
屋
抽
出
失
、

本
屋
形
は
別
保
無
之
底
、
家
中
の
侍
中
居
所
無
之
陀
付
、
近
所
の
町

家
へ
借
宅
仕
住
民
伎
を
術
開
候
て
、
1
t
本
屋
品
問
居
巾
・険
庖
・
絞
殺
共

脇
々
へ
借
宅
情
崎
仕
巾
筈
に
て
は
晦
…
之
候
。
府
間

容
院
な
ど
い
〈
つ

に
も
悶
候
て
入
可
申
出
回
数
巾
付
・
俄
に
界
風
戸
障
子
主
ど
を
以
て
仕

切
除
て
、
侍
中
何
も
入
巾
由
。
此
川
氏
て
品
川
淀
何
も
感
都
小
候
由
民

御
座
除
。
共
後
山
宮
前
田
守
秘
儒
臣
抑
制
疋
修
巾
伎
は
‘
大
炊
頭
殿
・
儒
医

川
勝
義
務
陀
前
談
御
間
被
成
伎
に
付
、
義
務
に
被
仰
付
は
、
説
談
の

府
陀
て
何
に
て
も
此
方
心
得
に
能
成
俄
は
・
取
合
不
申
俄
K
て
も
錦

四

て
、

図
中
制
畿
の
所
々
多
有
之
候
。
然
出
回
大
炊
頭
股
家
持
以
後
、
御

領
内
の
殿
場
制
禁
す
き
と
御
免
除
陀
て
、
家
中
へ
御
巾
波
院
は
、
向

後
は
脚
州
場
御
指
止
候
問、

勝
手
次
第
何
方
陀
て
成
と
も
剛
山
っ
か
ひ
可

は
別
段
の
俄
花
作
候
問、

懸
御
国
候
桜
に
巾
候
。
広
一
御
前
入
御

覧
候
て
も
、

御
問
問
に
成
中
間
数
と
も
不
被
巾
候
。
去
共
入
御
覧
巾

皮
と
て
・

懸
御
闘
候
に
て
は
柳
以
畑
一
御
座
然
出
回
巾
入
候
て
迷
之
候

底
・
拠
隠
一
党
殊
の
外
H
心
陀
て
司
印
回
数
入
御
覚
、
久
敷
御
切

先
の
上
・

端
々
篤
御
情
崎
被
遊
侠
旨
陀
て
、

同
七
月
源
次
郎
へ
迄
被

返
下
候
。
御
上
旬
被
仰
付
、
背
地
政
次
郎
方
医
て
封
を
川
附
可
申
旨
、

御
段
付
候
亡
被
成
下
。
拠
隠
並
大
野
木
合
人
陀
も
一
本
宛
被
匁
位

候
事
。

一
.
赤
悶
新
兵
術
御
取
立
の
都

右
大
炊
顕
殴
問
問
削
問
一
。
御
親
父
兵
部
大
輪
般
は
・
殊
之
外
附
崎
野
数
寄
に

候
。
多
く
は
新
井
筑
後
守
殿
刷
引
に
ず
い
、

安
新
助
限
時
叶
中
陀
被
佐
川
判
・

山
州
人
並
私
方
へ
も
巾
来
険
制
岨
共
に
て
御
山
田
候
。
外
へ
は
一
向
出
不

巾
候
川
町
共
、

御
自
分
陀
は
御
定
期
町
民
迄
御
勤
被
成
、
御
外
交
か
つ

て
無
之
候
へ
ば
‘
嘗
物
に
て
御
党
は
特
別
・
か
械
の
物
um
聞
は
御
間

候
事
も
稀
可
有
御
座
候
よ
り
・
減
人
へ
も
巾
鮫
候
へ
ば
・
御
自
分

上
は
此
方
の
中
憐
も
御
間
分
候
て
可
給
候
。
隣
・
山
献
に
混
在
な
が
ら
.

各
を
共
ま
h

箆
引
候
て
は
、
後
日
に
巾
誇
無
之
事
陀
候
。
左
様
に
候

に
候
問
、
震
附
く
れ
候
へ
と
断
K
も
及
候
上
は
、
と
か
く
相
手
陀
罷

成
都
は
有
之
ま
じ
〈
候
。
抵
て
使
者
を
越
候
時
分
罷
越
候
て、

吉
岡

か
大
石
K
迩
候
て
、
唯
今
御
本
箆
被
途
佐
官
先
以
御
大
陸
た
る
べ
く

眼
。
出
叫
等
事
隣
家
の
都
民
候
へ
ど
も
、
御
断
に
て
主
人
の
敵
御
打
の

山山故
、
と
か
く
御
さ
h

へ
巾
民
不
及
候
て
、
思
召
の
過
に
仕
候
。
此

何
候
干
と
申
侠
へ
ば
、
共
時
分
泌
地
に
て
も
土
屋
仕
形
治
に
は
不
申

総
K
巾
候
。
い
た
し
桜
も
可
有
之
協
の
よ
し
被
申
倹
ゆ
ゑ
.
い
た
し

級
は
如
何
.
御
料
開
川
の
逝
承
皮
回
目
巾
侠
州
問
ば
、新
井
氏
被
巾
候
は
、
君

父
の
仇
は
う
た
せ
申
法
に
候
。
北
九
上
あ
の
方
よ
り
、
士
は
相
互
の
事

間
仕
候
て
、
我
E
折
巾
候
。

中
々
あ
の
様
に
静
ま
り
た
る
仕
犠
は
、

及
不
巾
・
柑
引
に
候
。
上
野
介
殴
を
打
中
迄
は
首
尾
籾
巾
憐
は
有
之
候
と

も
、
打
す
ま
し
候
て
跡
迄
一
つ
も
純
一
難
桜
K
仕
組
巾
候
事
.
特
別
の

印
刷
と
訂
候
よ
し
新
井
氏
物
詩
陀
候
故
、
私
巾
侠
は
四
十
七
人
の
仕
形

は
雌
…
抽
出
所
有
候
。
土
屋
仕
形
は
如
何
被
思
召
侠
哉
。
同
じ
く
御
家
人

の
窃
.
共
上
A
H
帥
担
と
申
、
共
ま
h

凶
十
七
人
を
沼
し
申
乾山
氏
候
は
ん

や
。
加
賀
友
ど
の
風
に
て
は
申
諦
無
之
事
に
候
。
江
戸
の
訟
鎚
は
如

可
制
小
股
容

よ
り
外
は
担
一
之
候
由
、
新
引
氏
被
申
供
。
発
は
品
ん
に
存
候
。

n正
よ
り

外
に
は
よ
き
底
誼
は
有
之
間
数
と
務
存
除
。

一
，
越
前
大
炊
頭
殴
の
仁
徳

一
府
組
入
賞
の
翁
陀
御
磁
候
へ
ば
、
私
一
分
の
巾
鋭
立
申
候
。
但
叉

高
一
是
よ
り
各
何
方
へ
ぞ
御
立
退
、

一
命
を
御
助
り
可
有
と
の
御
所

符
に
候
は
ピ
不
及
赴
非
.
北
ハ
時
は
御
相
手
と
巾
も
の
陀
候
へ
央
、
点

械
の
御
所
存
に
て
は
有
之
ま
じ
く
候
。

Mm
ば
最
前
共
元
よ
り
御
断
陀

ま
か
せ
候
上
は
・
此
方
市
越
を
も
御
附
分
可
給
慨
。
A
E
以
最
前
被
仰

開
侠
泊
り
、
土
は
相
互
の
事
に
候
へ
ば
、
我
等
に
御
成
候
て
御
覧
あ
る

べ
く
候
。
無
味
に
潟
立
退
候
て
は
‘
我
時
一
分
立
不
巾
aw
舶に
候

m.

此
段
御
料
簡
候
て
可
給
困
問
中
伎
は
ピ

.
内
山蹴
助
程
の
4
4
K
似
問
可
任

共
旨
供
。
・
左
候
は
ピ
二
三
人
質
位
、
共
外
は
御
勝
手
次
第
御
引
取
候

へ
。
先
洛
居
の
内
は
此
御
前
三
人
は
‘
郡
山
血
中
山
中
て
の
け
候
は
ピ
.

首
尾
能
治
成
仕
形
と
可
申
候。

間
一
そ
れ
に
承
引
不
仕
候
て
、
建
而

退
申
候
は
w
h

、
最
早
主
税
不
仕
合
と
巾
物
に
侠
へ
ば
、
相
手
に
混
成

と
て
、
右
中
沼
敵
討
の
阪
に
候
へ
ば
、相
乎
に
混
成
所
存
K
τ
は
無
之

候
。
御
ム
し
よ
う
な
が
ら
各
の
内
・
訟
も
立
申
御
栄
一
一
刷
人
は
・門
誌

陀
御
油
田
可
被
成
候
。

大
勢
不
残
悶
止
に
留
可
申
と
巾
K
て
も
無
之
候。

四
O 




